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平成 19 年度　施政方針

　

永
原
町
長
は
、
３
月
の
大
任
町
定
例

議
会
で
、
平
成
18
年
度
政
策
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
平
成
19
年
度
の
施
策
と

指
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

●第13代 大任町長

永原 譲二　　 ながはら じょうじ

　１期３年目。改革を旗印に民間型行
政に取り組む。53 歳。安永在住。

国
の
現
状
と
方
向
性

地
方
へ
の
交
付
税
や
補
助
金
の
見
直
し

を
は
じ
め
、
税
源
移
譲
を
含
め
た
税

源
配
分
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
国
は
地
方

の
自
立
を
推
し
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
有
力
な
財
源
で
も
あ
り
ま
す
地
方

交
付
税
は
、
新
型
交
付
税
の
導
入
、
さ
ら
に

税
源
移
譲
に
伴
う
所
得
譲
与
税
な
ど
の
廃
止

が
余
儀
な
く
さ
れ
、
先
行
き
不
透
明
な
も
の

で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
本
町
の
予
算
編
成

に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は

確
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

町
の
18
年
度
実
績

平
成
18
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
生
活
環

境
の
整
備
、
交
通
体
系
の
整
備
、
教
育

施
設
の
整
備
な
ど
、
各
分
野
に
お
い
て
事
業
を

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
私

が
町
長
に
就
任
し
た
当
初
か
ら
「
人
は
、
自
身

の
拠よ

り
所
で
あ
る
身
近
な
環
境
と
は
二
つ
に
し

て
一
体
で
あ
る
」
と
の
信
念
か
ら
、
我
が
大
任

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
明
る
く
住
み

よ
い
町
づ
く
り
を
実
行
す
る
こ
と
を
主
施
策
の

一
つ
に
掲
げ
て
き
た
も
の
で
す
。

●
さ
く
ら
街
道

さ
く
ら
街
道
の
具
体
的
な
実
現
と
し

て
、
町
民
の
皆
様
方
に
潤
い
あ
る
憩

い
の
場
と
し
て
の
住
環
境
整
備
と
い
た
し
ま

し
て
、
大
任
中
央
線
、
い
わ
ゆ
る
「
日
本
一

の
さ
く
ら
街
道
」
の
整
備
や
、
大
任
中
央
公

園
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

●
老
朽
住
宅
立
替
事
業

長
年
の
懸
案
事
項
で
ご
ざ
い
ま
し
た
、

老
朽
町
営
住
宅
の
立
替
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
少
子
高
齢
化
・
家
族
形

態
の
多
様
化
な
ど
の
変
化
に
対
応
し
た
住
宅

政
策
と
し
て
、
昨
年
策
定
し
ま
し
た
「
町
営

住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画
」
に
基
づ
い

た
公
営
住
宅
建
設
事
業
と
し
て
、
ま
ず
島
台

団
地
建
設
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

●
そ
の
他

継
続
事
業
で
あ
る
町
道
・
東
部
縦
幹
線

改
良
工
事
等
の
道
路
交
通
網
の
整
備

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
環
境
の
充
実

を
図
る
た
め
、
大
任
中
学
校
屋
内
運
動
場
大

規
模
改
修
工
事
や
小
中
学
校
に
パ
ソ
コ
ン
教

室
を
整
備
す
る
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
整

備
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
町
職
員
の
意
識
改
革
と
い
た
し

ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
方
に
あ
い
さ
つ
を
励

行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
庁
舎
内
の
雰
囲
気

を
明
る
く
し
、
か
つ
色
々
な
問
題
に
対
し

Ｙイ

エ

ス

Ｅ
Ｓ（
は
い
）・
Ｎノ

ーＯ（
い
い
え
）を
は
っ
き

り
と
言
え
る
よ
う
資
質
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
３
月
を
税
等
の
徴
収
強
調
月
間

と
定
め
、
各
種
税
お
よ
び
公
共
料
金
の
徴
収

率
向
上
の
た
め
、
ひ
い
て
は
町
政
に
対
す
る

負
担
の
不
公
平
感
を
払ふ

っ

拭し
ょ
くす
る
た
め
に
も
、

町
長
・
副
町
長
（
旧
・
助
役
）
を
筆
頭
に
幹

部
職
員
に
よ
る
徴
収
を
行
い
ま
し
た
。

国
の
現
状
と
方
向
性

18
年
度
実
績

住んでよかったと
心から思える町を
目指して
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平
成
19
年
度

●
観
光
産
業

田
川
地
域
の
活
性
化
政
策
の
柱
と
し
て

福
岡
県
が
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り

ま
す
「
田
川
地
域
観
光
戦
略
」
に
、本
町
が
先

駆
け
実
践
し
て
ま
い
り
ま
し
た
18
年
度
か
ら

の
諸
事
業
を
併
せ
、過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用

し
継
続
実
行
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
と
も
に
「
し
じ
み
の
里
」
づ
く
り

の
一
環
と
い
た
し
ま
し
て
、
毎
年
10
月
に
開

催
さ
れ
ま
す
「
し
じ
み
祭
り
」
の
会
場
周
辺

を
国
土
交
通
省
の
ご
協
力
で
平
成
18
・
19
・

20
年
度
の
３
カ
年
計
画
で
「
水
辺
公
園
」
と

し
て
、
引
き
続
き
整
備
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
農
業
・
商
工
業

農
業
・
商
工
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
生
産
・
加
工
・
販

売
を
兼
ね
備
え
た
物
産
館
の
建
設
お
よ
び
、

道
の
駅
構
想
を
も
視
野
に
入
れ
た
事
業
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

●
教
育

次
代
を
担
う
青
少
年
や
子
ど
も
た
ち
に
、

豊
か
な
心
・
た
く
ま
し
い
体
・
確
か

な
学
力
を
育
成
す
る
た
め
「
小
さ
な
国
際
人

育
成
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
町
が

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
と
し
て
外
国

人
講
師
を
雇
い
、
町
内
４
つ
の
保
育
園
と
小
・

中
学
校
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
派
遣
さ

せ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
場
の
英
語
に
触

れ
さ
せ
る
こ
と
で
、
国
際
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
事
業
の
活
用
を
進
め
ま
す
。

●
花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

花
と
し
じ
み
の
里
と
し
て
の
本
町
を
名

実
と
も
に｢

花
い
っ
ぱ
い
の
町
」
と

す
る
た
め
に
３
千
５
０
０
万
円
の
予
算
を
確

保
し
、
地
域
振
興
基
金
と
し
て
積
み
立
て
ま

し
て
「
花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

を
発
足
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
今
後
２
年
間

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
を
得
な
が

ら
「
花
い
っ
ぱ
い
の
町
」
を
名
実
と
も
に
実

現
さ
せ
ま
す
。

●
行
財
政
改
革
の
断
行

昨
年
９
月
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
、
大

任
町
行
政
改
革
大
綱
集
中
改
革
プ
ラ

ン
の
「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ

る
」
と
い
う
行
政
運
営
の
基
本
原
則
に
則の

っ
と

り
、

各
種
団
体
・
組
織
へ
の
補
助
金
・
助
成
金
の

段
階
的
削
減
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
町
長
給
料
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
を

は
じ
め
と
し
て
、
副
町
長
・
教
育
長
の
給
料

削
減
や
職
員
定
数
の
純
減
な
ど
、
人
件
費
の

徹
底
削
減
等
改
革
を
断
行
し
ま
す
。

●
方
向
性

地
方
分
権
に
伴
う
地
方
の
自
立
が
求
め

ら
れ
る
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
知

恵
を
絞
り
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
各
事
業
を

着
実
に
一
歩
一
歩
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
が
「
大
任
町
に
住

ん
で
よ
か
っ
た
」
と
心
か
ら
思
え
る
よ
う
な
、

心
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
明
る
い
町
づ
く
り
を

目
指
し
、
町
勢
振
興
と
発
展
に
誠
心
誠
意
努

力
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

①遊歩道が整備された成光地区のさくら街道。中央線道路沿い
に日本一のさくら街道を整備しています　②中央公園では色と
りどりの花が、訪れる人たちを楽しませています　③町民の皆
さんのボランティア精神によって、大任町は支えられています
　

①ＡＬＴと会話形式の授業を行う
ことで、楽しみながら英語を学び
ます　②毎年 10 月に彦山川で行
われるしじみ祭りの会場を水辺公
園として整備しています　③にん
にく球などの特産品を販売するた
めの物産館の建設が望まれます　

19
年
度
展
望

①② ③

①

②

③
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事業課

副町長室

副町長室

（学校教育係） （年金係）

電算室

教育課 社会教育係は大任町公民館内にあります
教育課社会教育係　☎ 63-2242

政
治
倫
理
条
例
（
一
部
抜
粋
）

【
目
的
】

　

こ
の
条
例
は
、
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、

教
育
委
員
（
以
下
「
町
長
等
」
と
い
う
）
及
び

町
議
会
議
員
、
農
業
委
員
（
以
下
「
議
員
等
」

と
い
う
）
が
、
町
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
人

格
と
倫
理
向
上
に
努
め
、
い
や
し
く
も
そ
の
権

限
又
は
地
位
に
よ
る
影
響
力
を
不
正
に
行
使
し

て
、
自
己
又
は
特
定
の
者
の
利
益
を
図
る
こ
と

の
な
い
よ
う
必
要
な
措
置
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
町
政
に
対
す
る
町
民
の
信
頼
に
応
え
る
と

と
も
に
、
公
正
で
開
か
れ
た
民
主
的
な
町
政
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

【
政
治
倫
理
基
準
】

　

町
長
等
及
び
議
員
等
は
品
位
と
名
誉
を
損
な

う
一
切
の
行
為
を
慎
み
、
そ
の
職
務
に
関
し
て

不
正
の
疑
惑
を
持
た
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為

を
し
な
い
こ
と
。

　

町
及
び
町
が
設
立
し
た
公
社
並
び
に
出
資
し

て
い
る
企
業
が
行
う
工
事
等
の
請
負
契
約
、
下

請
工
事
、
業
務
委
託
契
約
及
び
一
般
物
品
納
入

契
約
（
以
下
「
工
事
請
負
等
」
と
い
う
）
に
関

し
て
特
定
の
業
者
を
紹
介
す
る
等
の
有
利
な
取

り
計
ら
い
を
し
な
い
こ
と
。

　

町
職
員
の
公
正
な
職
務
の
遂
行
を
妨
げ
又
は

そ
の
職
権
を
不
正
に
行
使
す
る
よ
う
働
き
か
け

な
い
こ
と
。

【
請
負
契
約
等
の
辞
退
】

　

町
長
等
及
び
議
員
等
が
役
員
を
し
、
若
し
く

は
実
質
的
に
経
営
に
携
わ
っ
て
い
る
企
業
又
は

町
長
等
及
び
議
員
等
の
配
偶
者
、
２
親
等
以
内

の
親
族
が
経
営
す
る
企
業
は
、
町
が
行
う
工
事

請
負
等
を
辞
退
し
、
町
民
に
疑
惑
の
念
を
生
じ

さ
せ
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
資
産
報
告
書
の
提
出
】

　

町
長
等
（
教
育
委
員
は
除
く
）
及
び
議
員
等

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
、
前
年
１
年

間
の
収
入
、
税
金
等
の
納
付
状
況
を
記
載
し
た

資
産
等
報
告
書
及
び
規
則
で
定
め
る
証
拠
書
類

を
指
定
さ
れ
た
期
日
ま
で
に
、
町
長
等
に
あ
っ

て
は
町
長
に
、
議
員
等
に
あ
っ
て
は
議
長
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
、
町
長
等
（
教

育
委
員
は
除
く
）
及
び
議
員
等
は
、
配
偶
者
及

び
扶
養
親
族
、同
居
の
親
族（
以
下「
配
偶
者
等
」

と
い
う
）
の
資
産
等
報
告
書
も
併
せ
て
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
給
与
、
報
酬
、

事
業
収
入
等
に
つ
い
て
は
報
告
を
要
し
な
い
。

　

町
長
は
、
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報
告
書
を
町

民
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
証
明
書
類
は
閲
覧
の
対
象
と
し
な
い
。

こ
の
条
例
は
平
成
20
年
1
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。

事業課改革推進
　対策課

（戸籍係）
（衛生係）

（福祉係）

（国保係）

戸籍係
会計室

（同対係）

（年金係）

役場庁舎内配置図 課の統廃合が行われ役場内の配置
図が変わったためお知らせします

１階 ２階

平成 19 年度　行財政改革

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

　

３
月
の
定
例
議
会
で
政
治
倫
理
条
例

と
情
報
公
開
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

政
治
倫
理
条
例
（
一
部
抜
粋
）

は統廃合・異動のあった課（係）
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を
引
き
下
げ
ま
す
。
こ
の
削
減
費
（
年
間
約

２
５
０
万
円
）
に
つ
い
て
は
住
民
福
祉
の
分

野
に
重
点
配
分
さ
れ
ま
す
。

職
員
定
数
削
減
と
課
の
統
廃
合

　

大
任
町
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
職

員
定
数
２
名
の
削
減
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
効
率
的
な
行
政
の
実
現
と
人
件
費

を
抑
制
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
課
の
統
廃

合
を
行
い
ま
し
た
。

幹
部
職
員
に
よ
る
町
税
等
滞
納
者
宅
訪
問

　

長
期
滞
納
町
税
な
ど
の
解
消
を
図
る
た
め
、

平
成
19
年
３
月
５
日
か
ら
20
日
ま
で
、
滞
納

者
に
対
し
て
、
永
原
町
長
を
筆
頭
に
幹
部
職

員
に
よ
る
納
付
促
進
を
行
い
ま
し
た
。
特
に

大
口
滞
納
者
に
つ
い
て
は
町
長
自
ら
が
対
応

し
、
幹
部
職
員
そ
れ
ぞ
れ
奮
闘
苦
戦
の
末
、

総
額
１
千
53
万
９
０
０
円
が
納
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
今
後
も
３
月
・
５
月
・
12

月
と
定
期
的
に
、
永
原
町
長
を
筆
頭
と
し
た

幹
部
職
員
に
よ
る
納
付
督
促
を
行
い
、
健
全

な
る
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

特
別
職
の
給
与
引
き
下
げ

　

永
原
町
長
は
、
自
ら
大
任
町
行
財
政
改
革

を
率
先
し
て
推
進
す
る
た
め
、
議
会
の
承
認

を
得
て
、
平
成
19
年
４
月
分
給
与
か
ら
町

長
・
副
町
長
（
旧
・
助
役
）・
教
育
長
の
給
与

情
報
公
開
条
例
（
一
部
抜
粋
）

【
目
的
】

　

こ
の
条
例
は
、
町
政
に
関
す
る
町
民
の
「
知

る
権
利
」
を
保
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民

の
よ
り
一
層
の
町
政
参
加
の
促
進
と
、
町
政

に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
、
公
正
で
開

か
れ
た
町
政
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

【
実
施
機
関
の
責
務
】

　

町
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、

監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
及
び
議
会
（
以
下
「
実
施
機
関
」
と

い
う
）
は
、
目
的
達
成
の
た
め
、
そ
の
保
有
す

る
情
報
を
積
極
的
に
公
開
す
る
よ
う
務
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
個
人
に
関
す
る
情

報
が
み
だ
り
に
公
開
さ
れ
な
い
よ
う
最
大
限
の

配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
情
報
の
公
開
を
請
求
で
き
る
権
利
】

　

何
人
も
、
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
実
施
機
関
に
対
し
、
実
施
機
関
が
保
有
す

る
情
報
の
公
開
を
請
求
で
き
る
。

※
た
だ
し
、
公
開
で
き
な
い
情
報
も
あ
り
ま
す

こ
の
条
例
は
平
成
20
年
1
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。

■退職者【３月 31 日付】　　※敬称略

▶総務課長・水道課長・総合福祉センター所長　村田 徳次
▶学校教育課長　石原 穣
▶社会教育課長　西藤 駿
▶なのはな保育所所長　藤本 繁子
▶職員　奥永 アイ子
▶職員　村上 純子

　４月１日付で職員の人事異動が行われました。異動者は
16人です。また３月31日付けで６人が退職しました。

■異動者【４月 1 日付】（  ）内は異動前　※敬称略

▶総務課長・総合福祉センター所長　山下 一幸（税務課長）
▶教育課長　黒本 卓見（改革推進対策課長）
▶税務課長・改革推進対策課長　浦野 幸治（議会事務局長）
▶事業課長・水道課長　佐々木 武義（建設課長・産業経済課長）
▶議会事務局長　松本 義文（産業経済課主幹）
▶会計管理者・会計課長補佐　清藤 美恵子（会計係長）
▶事業課産業課長補佐　二宮 達夫（改革推進対策課長補佐）
▶総務課秘書係長　黒木 千鶴（企画財政課企画係長）
▶なのはな保育所所長・主任保育士　伊藤 幸恵（総務課庶務係）
▶今任町民会館　米丸 洋子（総務課秘書係）
▶総合福祉センター　内田 克代（税務課）
▶企画財政課企画係　楠木 英二（産業経済課）
▶住民課福祉係　岩本 典久（建設課住宅係）
▶教育課社会教育係　松田 倫彰（住民２課福祉係）
▶総務課電算係　山㟢 輝開（企画財政課企画係）
▶事業課産業係　米丸 洋和（総務課電算係）

人事異動のお知らせ

ＡＬＴ紹介

　４月から大任町専属のＡＬＴとなった
ダニエル・トルソンです。中国のウイグ
ル自治区出身、田川市在住です。町内の
小中学校や保育園で英語を教えます。よ
ろしくお願いします。

Daniel Torsun 　ダニエル・トルソン

※ＡＬＴ→外国語指導助手

建
設
課

産
業
経
済
課

学
校
教
育
課

社
会
教
育
課

住
民
１
課

住
民
２
課

事
業
課

教
育
課

住
民
課

情
報
公
開
条
例
（
一
部
抜
粋
）

特
別
職
の
給
与
引
き
下
げ

職
員
定
数
削
減
と
統
廃
合

幹
部
職
員
に
よ
る
納
付
督
促

　町では本年度から英語教育の一環として、ＡＬＴを雇い
ましたので紹介します。

◀ 

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
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町税
3億787万円
　　（7.7％）

繰入金
2億9，035万円（7.2％）

使用料及び手数料
8，293万円（2.1％）

諸収入
3，251万円（0.8％）

諸収入
3，251万円（0.8％）

分担金及び負担金
3，195万円（0.8％）

その他
959万円
（0.2％）

分担金及び
負担金
3，195万円
（0.8％）

地方交付税
15億2，277万円（38.0％）

地方譲与税
4，057万円（1.0％）

地方消費税交付金
3，802万円（0.9％）

その他
3，743万円（1.0％）

依存財源
　　32億5，549万円（81.2％）

歳入
40億1,069万円
対前年度比
（＋11.4％）

自主財源
　7億5，520万円
　　　 （18.8％）

県支出金
1億8，296万円（4.6％）

土木費　
13億1，180万円
　　　（32.7％）

繰入金
2億9，035万円（7.2％）

使用料及び手数料
8，293万円（2.1％）

諸収入
3，251万円（0.8％）

分担金及び負担金
3，195万円（0.8％）

その他
960万円
（0.2％）

分担金及び
負担金
3，195万円
（0.8％）

労働費　2，163万円（0.5％）

議会費
8，353万円（2.1％）

消防費
8，011万円（2.0％） 商工費　120万円（0.0％）

歳出
40億1,069万円
対前年度比
（＋11.4％）

民生費
7億9，427万円　
　（19.8％）

農林水産費
7，327万円（1.8％）

諸支出金
6，721万円（1.7％）

予備費ほか　503万円（0.1％）

　総務費
5億4，934万円
　（13.7％）

　 衛生費
2億2，856万円
　　（5.7％）

 教育費
2億413万円
  （5.1％）

　

本
年
度
予
算
の
特
徴
と
し
て
顕
著

に
表
れ
て
い
る
の
は
土
木
費
で
す
。

昨
年
と
比
べ
て
約
５
億
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
桜
街
道
や
中
央
公

園
の
整
備
、
町
営
住
宅
の
建
設
な
ど
、

目
に
見
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
計
画
的

に
実
行
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
経
費
の
削
減
は
も
ち
ろ

ん
、
昨
年
度
か
ら
町
財
源
の
確
保
に
、

よ
り
一
層
の
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
の
乏
し
い
本
町
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
税

金
や
手
数
料
は
貴
重
な
財
源
で
す
。

　
「
少
な
い
経
費
で
多
く
の
還
元
」
を

目
指
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
反

映
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

区　分 本年度 前年度 増減額

住宅新築資金等貸付事業       　4,057 万円       　5,851 万円 ▲ 1,794 万円

国民健康保険事業   7 億 3,222 万円   6 億 7,649 万円 　 5,573 万円

老人保健   8 億 1,019 万円   8 億    875 万円 　    144 万円

水道事業       　7,913 万円       　7,845 万円      ▲ 68 万円

合　計 16 億 6,211 万円 16 億 2,220 万円 　 3,991 万円

特別会計の内訳

一
般
会
計
歳
入

　

本
年
度
の
歳
入
は
、
自
主
財
源
が

７
億
５
千
５
２
０
万
円
、
依
存
財
源

が
32
億
５
千
５
４
９
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
主
な
内
訳
は
、
町
税

が
３
億
７
８
７
万
円
、
繰
入
金
が
２

億
９
千
35
万
円
、
そ
の
ほ
か
施
設
の

使
用
料
や
証
明
の
手
数
料
８
千
２
９

３
万
円
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
の
主
な
内
訳
は
、
地
方

交
付
税
が
15
億
２
千
２
７
７
万
円
と

最
も
多
く
、
地
方
債
が
７
億
９
千
１

５
０
万
円
、
国
庫
支
出
金
が
６
億
４

千
２
２
４
万
円
、
県
支
出
金
が
１
億

８
千
２
９
６
万
円
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
使
わ
れ
る
目
的
に
よ
っ

て
総
務
費
や
労
働
費
、
議
会
費
な
ど

の
各
項
目
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

最
も
大
き
な
支
出
は
土
木
費
で
、

13
億
１
千
１
８
０
万
円
。
主
な
経
費

は
、
成
光
団
地
な
ど
の
木
造
住
宅
の

建
て
替
え
工
事
と
大
任
中
央
線
改
良

工
事
（
桜
街
道
の
整
備
）
で
す
。

　

次
に
支
出
の
割
合
が
大
き
い
の
は

民
生
費
で
、
７
億
９
千
４
２
７
万
円
。

介
護
保
険
や
保
育
園
の
運
営
な
ど
、

皆
さ
ん
の
社
会
生
活
に
必
要
な
経
費

で
す
。

　

以
下
、公
債
費
、総
務
費
、衛
生
費
、

教
育
費
、議
会
費
と
続
い
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
歳
出

　３月の定例議会で、平成 19 年度当初予算が決ま
りました。本年度の総予算は 56 億 7,280 万円。前
年度に比べて４億 5,035 万円の増額となりました。
総予算の内訳は一般会計 40 億 1,069 万円、特別会
計 16 億 6,211 万円で、一般会計の約 40 億円を使っ
て、わたしたちのまちをつくっていきます。

本年度の総予算は約57億円。そのうち約40億円でまちづくり

平成 19 年度　町の予算



� 広報おおとう　2007. ５月号

 職員の平均給料月額・平均年齢　　平成 18 年４月 1 日現在

区分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
大任町 341,700 円 378,342 円 47.6 歳 251,700 円 263,000 円 55.3 歳
類似団体 327,954 円 371,839 円 43.1 歳 276,843 円 298,837 円 47.8 歳
国 328,477 円 381,212 円 40.4 歳 286,500 円 318,595 円 48.4 歳

 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　　平成 18 年４月 1 日現在

区分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年
一般

行政職
大学卒 235,167 円 295,500 円 ー
高校卒 ー 254,600 円 284,900 円

労務職 高校卒 ー ー 217,100 円

 人件費の状況　平成 17 年度　　※住民基本台帳人口は平成 18 年 3 月 31 日現在の人数

住民基本
台帳人口

歳出額
（Ａ）

実質収支
人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

16 年度の
人件費率

6,032 人
37億 2168 万
6千円

5311 万円
6億 8811 万
3千円

18.5％ 20.4％

 職員給与費の状況　平成 17 年度　　※職員数は平成 17 年４月 1 日現在の人数

職員数
（Ａ）

給　与　費 一人当たりの
給与費（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

73 人 2億 7920 万
5千円

3214 万
8千円

1億
1223 万円

4億 2358 万
3千円

580万 3千円

 職員の初任給の状況　　平成 18 年４月 1 日現在

区分
一般行政職

大学卒 高校卒
大任町 159,700 円 138,400 円

国 170,200 円 138,400 円

 一般行政職の級別職員数の状況　　平成 18 年４月 1 日現在

区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 計
標準的な
職務内容

事務吏員 事務吏員
主査
係長

係長
課長補佐

課長 課長 ー

職員数 8 人 5人 20人 19人 2人 6人 60人
構成比 13.3％ 8.3％ 33.4％ 31.7％ 3.3％ 10.0％ 100％

 職員の手当の状況（国と同じ）
期末手当・勤勉手当　平成 17 年度

区分 6 月期 12 月期 計
期末手当 1.4 月分 1.6 月分 3月分
勤勉手当 0.725 月分 0.725 月分 1.45 月分

退職手当　　平成 18 年４月 1 日現在

区分 勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 30 年 最高限度
自己都合 23.5  月分 33.5  月分 47.5  月分 59.28 月分

勧奨・定年 30.55 月分 41.34 月分 59.28 月分 59.28 月分

 特別職の報酬等の状況　　平成 18 年４月 1 日現在

区分
給与 報酬

町長 助役（現・副町長） 議長 副議長 議員
月額 774,000 円 622,000 円 295,000 円 255,000 円 236,000 円

期末手当 6 月期　1.40 月分／ 12月期　1.60 月分

 部門別職員数の状況　　平成 18 年４月 1 日現在

　　　  区分
 部門

職員数 対前年

増減費平成 17 年 平成 18 年

一
般
行
政

議会 2 2 　 0
総務 20 26 　 6
税務 6 6 　 0

林水産 6 4 ▲ 2
土木 9 9 　 0
民生 12 11 ▲ 1
衛生 3 2 ▲ 1
小計 58 60 　 2

特
別
行
政

教育 14 13 ▲ 1
小計 72 73 　 1

公
営
企
業

水道 4 3 ▲ 1
その他 3 4 　 1
小計 7 ７ 　 0

合計 79 80 　 1
条例定数 〔83〕 〔83〕 ー

町職員の給与などを公表します

105

85

90

95

100
（H13）
89.4（H18）

86.3

（H13）
96.4（H18）

92.4

（H13）
96.1（H18）

93.5

大任町 類似団体平均 全国市町村平均

 ラスパイレス指数の状況　　平成 18 年４月 1 日現在

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給
与を 100 とした場合の地方公務員の給与水
準を示す数値です

　総務省による地方公務員の給与公表通
知に基づき、大任町職員の給与状況など
をお知らせします。
　より詳しい内容は、ホームページ（www.
town.oto.fukuoka.jp）で公開しています。
問 総務課人事係　☎ 63-3000 内線 212
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▶ 

慎
重
に
的
を
狙
っ
て
転
が
し
ま
す

まちの話題

天気を身近に感じた
企画展、好評のうちに終了

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
間
交
流

こ
ど
も
会
が
春
の
球
技
大
会
を
開
催

思いやりの心で社会貢献
役場で献血を実施

▲ 子どもたちはいつでも真剣勝負

▲ カローリングは子どもたちに大人気の室内競技

　ふるさと館おおとうで、２月３日から４月８日まで開
催されていた、天気の企画展「観天望気のススメ」展が
終了しました。期間中は、町内外から 450 人あまりの
人が訪れ、分かりやすく展示されていた写真や資料に見
入っていました。
　訪れた人々からは「勉強になった」「普段目にするこ
とが少ない自然を身近に感じることができた」など、た
くさんの声がありました。
　今年度もふるさと館おおとうでは、いろいろな展示会
を開催していく予定です。

　

３
月
30
日
、
大
任
町
役
場
で
献
血
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

血
液
は
栄
養
や
酸
素
の
運
搬
、
免
疫
な

ど
人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
機
能
を
多
く
含
ん
で
い

ま
す
。
現
在
、
血
液
の
機
能
を
完
全
に
代

替
で
き
る
手
段
は
存
在
し
な
い
た
め
、
医

療
に
お
い
て
輸
血
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
治
療
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
15
回
ほ
ど
献
血
を
し
て
き

た
と
い
う
清
水
敏
幸
さ
ん（
峰
）は「
ち
ょ
っ

と
い
い
こ
と
し
て
み
よ
う
か
な
と
い
う
感

じ
で
や
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
約
67
人
の
協
力
で
、
26
・
８
リ
ッ

ト
ル
の
血
液
が
集
ま
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

４
月
15
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
で
大
任

町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
の

春
の
球
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
町
内
６
地
区
の
子
ど

も
会
が
参
加
。
小
学
生
の
児
童
た
ち
約

50
人
と
、
そ
の
保
護
者
た
ち
約
30
人
が

集
ま
り
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

各
地
区
ご
と
に
チ
ー
ム
を
作
り
対
戦

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
順
位
を
つ
け
ず

に
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
楽
し
く
ふ
れ

あ
い
ま
し
た
。

　

大
会
に
参
加
し
た
渡わ

た

邉な
べ

展ひ
ろ

夢む

く
ん
（
灰

ノ
木
・
大
任
小
３
年
）
は
、「
カ
ロ
ー
リ

ン
グ
は
難
し
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
や
り
た
い
で
す
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲ 年に１～２回ほど献血を行っているという清水さん（峰）

◀ 

写
真
や
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く
天
気
を
説
明
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◀ 

永
原
町
長
か
ら
感
謝
状
を
手
渡
さ

れ
る
松
田
純
七
郎
さ
ん
（
左
）

財産を守る大事な職務
固定資産評価審査委員　退任と就任

　このたび、松田純七郎さん（皿山）が固定資産評価審
査委員を退任しました。これに伴い、３月 29 日、町長
室で永原町長から感謝状が贈られました。松田さんは平
成４年から５期 15 年間、適正な固定資産評価がなされ
るよう尽力してきました。長い間、お疲れさまでした。
　後任の固定資産評価審査委員は、佐々木正憲さん（下
今任）。４月２日に町長室で辞令を受け取りました。こ
れから３年間、よろしくお願いします。

守
も り

田
た

 豊
ゆたか

さん（富士見ヶ丘）

☆生年月日　昭和５ 年８月９日
☆趣　味　古代史・民俗学研究　能面打

　守田豊さんは田川市に生まれ、昭和 55 年に大任町に引っ越
してきました。大任町に移り住んできたときの印象を「役場の
人がすぐに名前を覚えてくれて嬉しかった。小さい町だけど、
その分住民との距離が近いんですよね」と話してくれました。
　守田さんは「大任町が終

つい

の棲
すみ

家
か

。町民として何ができるか」
との思いから、昭和 58 年から平成元年まで富士見ヶ丘の区
長を務めました。平成２年には富士見ヶ丘地区住民の総意と
して「金権政治に反対する宣言」を発表。新聞にも取り上げ
られました。「あのころは地方を含め、国全体が金権政治に
揺れ、社会問題化していた時代。それを主権者として断ち切
りたかった」。守田さんは当時を振り返りながら話してくれ
ました。そのほかにも平成５年から平成７年まで、第一次・
第二次大任まちづくり推進委員会委員長を務めるなど、積極
的にまちづくりに貢献してきました。
　そんな守田さんの趣味は、古代史・民俗学研究。昭和 52 年
に職場の仲間に呼びかけ、古代史研究会「卑弥呼の会」を設立。
会長に就任し本格的に研究を始めました。今では退会していま
すが、別の会に属し研究は続けています。大任町誌「ふるさと
大任」発行時には、民俗学の知識を生かし、編集委員として参加。
民俗編を執筆しました。一番好きな時代は邪馬台国。「ミステリー
な部分に強くひかれ、それがストレス発散になるんですよ」と
笑顔で話してくれました。未知なる部分への飽くなき探求心は、
まだまだ衰えることはないようです。

地域でつくる安全なまち
子ども見守り隊が発足

　子どもの安全を地域ぐるみで見守るー。
　３月 23 日、大任町役場で子ども見守り隊の発足式が
行われました。発足式では町の公募で集まった町民 23
人が、米丸教育長から見守り隊の委嘱状と腕章を受け
取りました。
　今後、見守り隊のメンバーは町と連携しながら、小
学校の登下校時に一緒に登下校するなどして、子ども
たちの安全を守ります。

▶ 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
辞
令

を
受
け
る
佐
々
木
正
憲
さ
ん
（
左
）

クローズ・アップ

− A history researcher − vol .15

◀ 

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
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〒 824-0512 福岡県田川郡

大任町大字大行事３０６７番地

大任町役場

63-3000
固
定
資
産
税
の
台
帳
を

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う

　

税
務
課
で
は
、
平
成
19
年
度
固
定
資

産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
固

定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
と
は
、
皆
さ

ん
の
土
地
や
家
屋
が
町
の
課
税
台
帳

に
正
し
く
登
録
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

を
窓
口
で
確
認
で
き
る
制
度
で
す
。

　

特
に
平
成
18
年
中
に
、
土
地
や
家

屋
を
売
買
し
た
り
相
続
し
た
り
し
た

人
や
、
家
屋
（
住
宅
や
倉
庫
な
ど
）

を
取
り
壊
し
た
人
は
、
こ
の
機
会
に

確
認
し
て
み
る
と
安
心
で
す
。

■
縦
覧
期
間

　

４
月
２
日
㈪
～
５
月
31
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ　

内
線
１
０
６

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

暴
力
被
害
集
中
相
談
を

実
施
し
ま
す

　

暴
力
団
な
ど
に
よ
る
暴
力
被
害
者

の
早
期
救
済
を
目
的
に
、
面
接
・
電

話
で
の
集
中
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
。

■
と
き　

５
月
19
日
㈯  
10
時
～
16
時

■
と
こ
ろ

　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
８
０
ー
５
６
０
０
ー
５
８
９
１

■
問
い
合
わ
せ

　

㈶
福
岡
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２
ー
６
５
１
ー
８
９
３
８

赤坂 小梅
あかさか こうめ

本名、向山（むかやま）コウメ。明治
39 年 4 月 20 日生まれ。川崎町出身。
16 歳のときに自ら芸者を志す。昭和 4
年レコードデビュー。「黒田節」「炭坑
節」などを世に広める。NHK 紅白歌
合戦にも４度出場。晩年は福祉活動に
いそしんだ。平成4年死去。享年85歳。

　「黒田節」「炭坑節」「おてもやん」「そ
ろばん踊り」…。
　日本有数の炭鉱地帯であった福岡
県筑豊地区の川崎町に生まれ、「川筋
女」の心意気そのままに大正・昭和
の激動の時代を唄一筋に生き抜いた
稀
き

代
だい

の民謡歌手、赤坂小梅。
　その功績を掘り起こし、後世に伝
えるために制作された映画「小梅姐

ねえ

さん」が完成。全国に先駆け、地元
田川地区で先行上映が決定しました。
　一世を風

ふう

靡
び

した赤坂小梅がスク
リーンの中で現代によみがえります。
この機会に、赤坂小梅さんの生涯に

触れてみてはいかがでしょうか？

■表題　小梅姐さん
■とき　５月 22 日（火）
① 13 時～　② 16 時～　③ 19 時～
■上映時間　70 分
■ところ　レインボーホール
■問い合わせ
　赤坂小梅生誕１００周年記念・映画
制作上映委員会事務局
　☎ 72 ー６３８２
※詳しくはホームページで
　http://www.koumenehsan.com/
100nen/

「小梅姐さん」先行上映会
「赤坂小梅」生誕 100 周年記念

映
画

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

申
請
が
簡
素
化

　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
払
い
戻

し
制
度
の
改
革
が
行
わ
れ
、
４
月
か

ら
は
一
度
申
請
す
れ
ば
、
自
動
的
に

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
支
払
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

申
請
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
支
払
い

　

毎
月
１
回
、
20
日
払
い
（
土
日
祝

日
の
場
合
は
前
日
）。
初
回
に
申
請
し

た
銀
行
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
福
祉
係　

内
線
１
１
９

行
政
相
談
を

受
け
付
け
ま
す

　

５
月
21
日
㈪
か
ら
５
月
27
日
㈰
ま

で
は
春
の
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る

町
の
行
政
相
談
員
は
山
本
一
男
さ
ん

（
下
今
任
）
で
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
相
談
な
ど
を
受
け
、
相
談
者

へ
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
へ
の
通

知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
。

■
相
談
先　

☎
63
ー
２
２
８
８

　

行
政
相
談
員　

山
本 

一
男
さ
ん

全
国
一
斉
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

で
す
。
身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
人
権
擁
護
委
員
が
、
家
庭
内
の
も
め

ご
と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ

め
や
差
別
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
。

■
と
き　

６
月
１
日
㈮  

10
時
～
12
時

■
と
こ
ろ　

役
場　

第
３
研
修
室

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
福
祉
係　

内
線
１
１
８

プロフィール
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口
腔
衛
生
セ
ン
タ
ー
の

休
日
診
療
日
が
変
更

異
常
あ
り
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
補
装
具

遠賀川水防演習を実施します
　県と国土交通省九州地方整備局では、平成 19 年度遠賀
川水防演習を次のとおり開催します。
　大任町消防団からは、30 人の消防団員が積み土のう工
に参加します。

■とき　５月 13 日（日）　■ところ　中間市中鶴地先
■プログラム
　◎オープニングアトラクション（8 時 30 分～ 9 時）
　　地元中学生によるマーチングと演奏
　　しんにゅう和

わ

樂
らく

太鼓
　◎水防演習（8 時 30 分～ 13 時）
　　体験土のう作り（予定 9 時 30 分～）
　　避難訓練（予定 10 時～）
　◎防災展（8 時 30 分～ 13 時）
　　体験コーナー　展示コーナー　物産展
■問い合わせ　☎ 0949-22-1830
　国土交通省九州地方整備局　遠賀川河川事務所　管理課

　

田
川
口こ

う
く
う腔
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
休
日

診
療
日
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

■
平
成
19
年
度
休
日
診
療
日

　

５
月
３
日
～
５
日
、
７
月
16
日
、

９
月
17
日
、
10
月
８
日
、
12
月
30
日

　

県
の
障
害
者
更
生
相
談
所
で
は
、

次
の
と
お
り
身
体
障
害
者
を
対
象
と

し
た
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

５
月
11
日
㈮　
10
時
～
15
時

■
受
付
時
間　
９
時
30
分
～
14
時
30
分

■
と
こ
ろ　

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

■
相
談
内
容　

肢
体
不
自
由
の
補
装

具
費
の
支
給
・
修
理
の
要
否
判
定

※
今
年
か
ら
聴
覚
障
害
な
ど
の
相
談

は
行
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
手
帳

診
断
書
の
作
成
や
補
聴
器
の
補
装
具

自然の中でキャンプ体験
少年野外スクール参加者を募集　

　町では、平成 19 年度野外スクール参加者を次のと
おり募集します。
■日程
　▶６月 16 日・17 日　▶７月７日・８日
　▶８月１日～３日　▶９月１日・２日
■ところ
　自然の森キャンプ場（６月・７月・９月）
　香々地青年の家（８月　大分県）
■対象者　町内在住の小学４年～６年生
■定員　30人（定員になり次第締め切り）
■受付期間
　５月 21 日（月）～６月８日（金）
※募集要項は、５月に各小学校で配布し
ます
■申し込み・問い合わせ　☎ 63-2242
　教育課社会教育係（大任町公民館内）　

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
を
見
合
わ
せ

　

町
で
は
、
旧
ワ
ク
チ
ン
で
の
日
本

脳
炎
の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

希
望
者
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

３
歳
～
７
歳
６
カ
月
未
満
児
で
、

次
の
①
～
③
に
該
当
す
る
人

①
日
本
脳
炎
の
流
行
地
域
（
朝
鮮
半

島
、
台
湾
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
）
に

渡
航
予
定
が
あ
る
人

②
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
た
蚊

に
刺
さ
れ
や
す
い
環
境
に
あ
る
人

③
保
護
者
が
希
望
す
る
人

■
申
込
期
限　

5
月
31
日
㈭

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
衛
生
係　

内
線
１
１
３

田
川
郡
陸
上
大
会
の

参
加
者
募
集
中

　

田
川
郡
社
会
体
育
振
興
協
会
で
は
、

次
の
と
お
り
田
川
郡
陸
上
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
と
き　

６
月
３
日
㈰　

９
時
～

■
と
こ
ろ

　

田
川
市
こ
が
ね
が
丘
陸
上
競
技
場

■
申
込
期
限　

５
月
15
日
㈫

■
料
金　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
社
会
教
育
係
（
大
任
町
公

民
館
内
）　

☎
63
ー
２
２
４
２

田
川
地
区
消
防
吏
員
を

募
集
し
ま
す

　

平
成
19
年
度
田
川
地
区
消
防
吏
員

の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
１
次
試
験
日　

６
月
24
日
㈰

■
と
こ
ろ　

田
川
市
立　

中
央
中
学
校

■
試
験
科
目　

筆
記
試
験　

体
力
検

査　

身
体
検
査

■
採
用
予
定
人
員　

３
人

■
採
用
日
時　

10
月
１
日
㈪

■
受
験
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２
日

～
平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

■
受
付
期
間

　

５
月
21
日
㈪
～
６
月
11
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

田
川
地
区
消
防
本
部　

総
務
課

　

☎
44
ー
０
６
５
０

費
の
要
否
判
定
は
行
い
ま
せ
ん

※
肢
体
不
自
由
の
手
帳
診
断
書
の
作

成
に
つ
い
て
も
行
い
ま
せ
ん

■
持
参
品　

身
体
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

※
補
装
具
の
再
交
付
や
修
理
を
希
望

す
る
場
合
は
、
前
回
交
付
を
受
け
た

補
装
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
福
祉
係　

内
線
１
２
０

～
１
月
３
日
、
１
月
14
日

■
問
い
合
わ
せ　

☎
42
ー
３
０
９
５

　

㈳
田
川
歯
科
医
師
会

人権カレンダーおわびと訂正

　昨年末に配布した人権カレンダーに誤
りがありました。
　５月の欄で、21 日（月）が平日にもか
かわらず休日になっていました。また、
12 月の欄の人権週間が、４日（火）～９
日（日）までとなっていましたが、正しく
は４日（火）～ 10 日（月）までです。
　おわびして訂正します。
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の
日
が
お
休
み
で
す

開 室
時 間

貸 し
出 し

図書／ 10 冊まで

９時〜 17 時

 うちＣＤとビデオは
 １点ずつ

 休室日を変更する
 場合があります

−新刊案内−

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

６月の休室日

絵本一般書

おんぶにだっこ
林 真理子  著

ひとり日和
青山 七恵  著

わたしから、
ありがとう。
青山 七恵  著

風が強く吹いている
青山 七恵  著

幸福な食卓
瀬尾 まいこ  著

まとい大名
山本 一力  著

住
民
課
年
金
係

内
線
１
１
４

問い
合わせ

■
第
３
号
被
保
険
者
と
は
？

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
の
加

入
者
（
第
２
号
被
保
険
者
）
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で
、
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人
で
す
。

■
届
け
出
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
の
加

入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

は
、
第
３
号
被
保
険
者
の
届
け
出
さ

え
す
れ
ば
、
自
分
で
保
険
料
を
負
担

し
な
く
て
も
将
来
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

届
け
出
は
、
配
偶
者
で
あ
る
「
第

２
号
被
保
険
者
の
勤
務
先
を
経
由
」

し
て
行
い
ま
す
（
健
康
保
険
の
扶
養

届
と
第
３
号
被
保
険
者
の
届
け
出
を

同
時
に
行
い
ま
す
）。

▼
届
け
出
先　

配
偶
者
の
勤
務
先

※
平
成
14
年
４
月
か
ら
、
市
区
町
村

の
窓
口
で
は
受
け
付
け
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い■
扶
養
か
ら
外
れ
た
場
合
は
？

　

配
偶
者
が
会
社
を
退
職
す
る
な
ど

し
て
「
第
１
号
被
保
険
者
」
に
な
る

と
「
第
３
号
被
保
険
者
」
で
あ
っ
た

人
も
「
第
１
号
被
保
険
者
」
に
な
り

ま
す
。
60
歳
前
で
あ
れ
ば
、
国
民
年

金
保
険
料
を
自
分
で
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

▼
届
け
出
先

　

大
任
町
役
場　

住
民
課
年
金
係

■
第
３
号
被
保
険
者
の
特
例
届
出

　

平
成
17
年
４
月
か
ら
、
過
去
の
す

べ
て
の
「
届
け
出
忘
れ
期
間
」
を
第

３
号
被
保
険
者
と
し
て
さ
か
の
ぼ
っ

て
認
め
る
「
特
例
届
出
」
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　

特
例
届
出
を
す
れ
ば
、
第
３
号
被

保
険
者
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す

（
ま
だ
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
人

も
、
既
に
受
給
し
て
い
る
人
も
対
象

で
す
）。

▼
届
け
出
先

　

直
方
社
会
保
険
事
務
所

※
届
け
出
の
種
類
に
よ
っ
て
、
問

い
合
わ
せ
先
や
届
け
出
先
が
異
な

り
ま
す
。
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年
金

相
談
の
延
長
と
、
土
曜
日
の
年
金

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
年
金
相
談
時
間
の
延
長

◆
と
き

　

毎
週
月
曜
日
、
年
金
相
談
受
付
時

間
を
19
時
ま
で
延
長

５
月
➡
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日

６
月
➡
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日

◆
と
こ
ろ

▼
直
方
社
会
保
険
事
務
所

▼
社
会
保
険
事
務
局
保
険
課

　
　
　
　
　
　
　
　

船
員
保
険
係

■
土
曜
日
の
年
金
相
談

◆
と
き

　

毎
月
第
２
土
曜
日

　

９
時
30
分
～
16
時

◆
と
こ
ろ

▼
直
方
社
会
保
険
事
務
所

※
通
常
の
平
日
の
年
金
相
談
時
間

は
、
８
時
30
分
～
17
時
15
分
で
す

■
問
い
合
わ
せ

　

直
方
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
４
９
ー
22
ー
０
８
９
０

　

福
岡
社
会
保
険
事
務
局

　

☎
０
９
２
ー
４
１
５
ー
３
６
０
０

国
民
年
金
だ
よ
り

第
３
号
被
保
険
者
の
届
け
出

年
金
相
談
のご案

内
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第18 話

ペ
ク
テ
ィ
ニフェ

ラ

No.18

お
お
と
う
史
学

し　

が

く

　

今
月
号
は
町
内
各
所
に
あ
る

庚こ
う
し
ん
と
う

申
塔
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

庚
申
塔
は
、
中
国
か
ら
伝
来
し
た

道
教
に
由
来
す
る
庚
申
信
仰
に
基
づ

い
て
建
て
ら
れ
た
石
造
物
の
一
つ
で

す
。

　

庚
申
信
仰
と
は
60
日
ご
と
に
回
っ

て
く
る
庚
申
の
日
に
、
一
晩
中
起
き

て
い
て
次
の
日
を
待
つ
行
事
で
す
。

こ
の
日
に
寝
て
し
ま
う
と
、
体
の
中

に
い
る
三
尸
（
さ
ん
し
）
と
い
う
虫

が
体
か
ら
抜
け
出
し
て
、
そ
の
人
の

悪
事
を
天
帝
に
報
告
し
て
し
ま
う
た

め
、
人
は
短
命
に
な
る
と
信
じ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
一
人
で
は
一
晩
中
起
き

て
い
る
の
は
難
し
い
の
で
、
村
の
中

で
集
ま
り
（
講
と
い
う
）
を
作
っ
て
、

庚
申
の
日
に
本
尊
で
あ
る
猿
田
彦
神

や
青
面
金
剛
を
祀ま

つ

っ
て
、
宴
会
な
ど

を
し
て
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
３
年

続
け
て
18
回
庚
申
待
ち
を
す
る
と
満

願
成
就
と
な
り
、
そ
の
記
念
に
石
塔

を
建
て
る
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

　

今
で
は
そ
の
風
習
も
廃
れ
て
し
ま

い
、
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

江
戸
時
代
に
は
庶
民
に
広
ま
り
、
日
本

全
国
各
地
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
信

仰
で
す
。
町
内
に
残
る
庚
申
塔
の
多

く
は
庚
申
信
仰
の
名
残
と
い
え
ま
す
。

　

町
内
に
あ
る
庚
申
塔
は
、
自
然
石

を
加
工
し
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

碑
面
も
仏
様
を
彫
る
も
の
が
一
般
的

で
す
が
、
町
内
に
あ
る
も
の
は
い
ず

れ
も
「
庚
申
」「
幸
神
尊
天
」「
幸
神
」

と
文
字
を
刻
ん
だ
も
の
ば
か
り
で
す
。

町
内
で
最
古
の
庚
申
塔
は

上
今
任
の
野
原
八
幡
神
社

境
内
に
あ
る
も
の
で
、
明

和
二
年
（
１
７
６
５
）
の

年
号
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

庚
申
塔
と
混
同
さ
れ
る

も
の
、
あ
る
い
は
同
一
視

さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
道

祖
神
が
あ
り
ま
す
。
道
祖

神
は
旅
人
の
安
全
を
守
る

神
様
と
し
て
道
沿
い
に
祀
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
庚
申
信
仰
と
結
び
つ
い
て

祀
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
「
猿
田
彦
大
神
」

や
「
猿
田
彦
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　

昔
は
道
路
沿
い
に
造
ら
れ
た
も
の

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
道
路
拡
幅

な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
現
在
は
神
社

の
境
内
に
集
め
ら
れ
、
祀
ら
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
道
路
沿
い
に

あ
る
も
の
と
し
て
秋
永
の
県
道
沿
い

の
も
の
と
か
柿
原
の
公
民
館
前
に
あ

り
ま
す
。
道
沿
い
に
何
気
な
く
祀
ら

れ
て
い
る
石
造
物
か
ら
先
人
た
ち
の

思
い
が
う
か
が
え
ま
す
。

※
町
誌
編
纂
時
に
も
調
査
を
行
い
ま

し
た
が
、
も
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る

よ
う
で
す
。
庚
申
塔
を
ご
存
知
の
方

は
ご
一
報
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ　

☎
41
ー
２
０
５
５

　

ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

　

◀
柿
原
交
差
点
の
道
路
沿
い
に
あ
る
猿

　

田
彦
大
神
の
碑

庚こ
う
し
ん
と
う

申
塔
（
町
内
各
所
）

●種　属　ハシラサボテン亜科ユーベルマニア属
●原産地　ミナス州（ブラジル）
●開花時期　春
●特　徴　肌は暗緑色。真っすぐなトゲが稜

りょう

線
せん

上に馬のたてがみの様に並ぶ
■問い合わせ　サボテンハウス　☎ 63-4832

●作品名　「ハバヤマボクチ」
（大任町公民館　

つくし植物友の会から選出）
●作　者　城戸 綾子さん（柿原）
●コメント　「数年前に平尾台で撮影。
メンバーとの月に一回の活動が毎回
楽しみ。道ばたの花でもみんな名前が
あって面白いです」

　

▶
柿
原
に
あ
る
庚
申
塔
。
安
永
二
年
の
年
号
が
あ
る
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 ５月行事予定表 　  皐月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 30 １ メーデー ２ 八十八夜 ３ 憲法記念日 ４ みどりの日 ５ こどもの日

【集会室】
…役場住民集会室
【視聴覚】
…役場視聴覚室
【多目的】
…役場多目的ホール
【公民館】
…大任町公民館

三種混合予防接種
（３～ 90 ヵ月未満児）
【視聴覚13時30分

〜14時】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
13 時〜 15 時】

心配ごと相談
（人権・行政相談あり）
【役場10時〜12時】

６ 立夏７ ８ ９ 10 愛鳥週間 11 春の全国交通安全運動 12 看護の日

カラオケ同好会
春の発表会

【レインボーホール
９時30分～】

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時〜】

心配ごと相談
【役場10時〜12時】

身体障害者
巡回相談

【Ｂ＆Ｇ体育館
受付９時30分～】

（Ｐ 11 参照）

13 母の日 14 15 16 17 18 19 食育の日

花植え作業
【レインボーホール

９時～】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
13 時〜 15 時】

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時〜】

乳児健診
(4・7・12カ月児

・対象者個人通知)
【集会室13時30分

〜14時30分】

心配ごと相談
【役場10時〜12時】

BCG 予防接種
( ３〜６カ月未満児 )

【視聴覚13時30分〜14時】

絵本読み語りボラン
   ティア かくれんぼ

【レインボー図書室 11 時〜】

20 21 小満 22 国際生物多様性の日 23 24 25 26
大任中体育会

【大任中グラウンド
８時30分～】

母子相談
（２カ月児・個人通知）
【集会室13時～】

「小梅姐さん」
先行上映会

【レインボーホール
 ①13時～②16時～

③19時～】
（Ｐ 10 参照）

心配ごと相談
【役場10時〜12時】

27 28 29 30 31 世界禁煙デー １ 人権擁護委員の日 ２
花としじみの里
おおとうマラソン
花いっぱい
フェスティバル

【レインボーホール
８時30分〜】

ポリオ予防接種
(３～90カ月未満児)

【視聴覚13時30分
〜14時】

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時〜】

３歳児検診
( 対象者個人通知 )

【多目的13時30分
〜14時30分】

心配ごと相談
【役場10時〜12時】

軽自動車税
納期限

固定資産税
第１期納期限

● 発生件数  10 件（187 件）
● 死亡者数    0 人（    0 人）
● 負傷者数    5 人（　95 人）
（　）内は 18 年度中の累計

■　防犯・交通の問い合わせ
添田警察署　☎８２－０１１０
大任交番　　☎６３－２１１０

交通事故発生状況（３月中）

交 通防 犯

３月中の事件・事故の内容

急ぐほど　正しく
はっきり１１０番

　「飲んだら乗るな」飲酒運転は絶対
にやめましょう。
　また運転するときは、スピードを控
え目にしましょう。

町内犯罪発生状況
( ３月中）

種  類 件 数
空き巣・忍び込みなど 　１件

車上荒らし 　１件
自 動 車 盗 　１件

オートバイ・自転車盗 　０件
部 品 盗 　０件

自動販売機荒らし 　２件 ふっけい君

春の全国交通安全運動
11日～20日

春の行政相談週間
21日～27日
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●　問い合わせ先
田川市　☎ 44-2000
添田町　☎ 82-1231
川崎町　☎ 72-3000
赤　村　☎ 62-3000
香春町　☎ 32-2511
糸田町　☎ 26-1231
福智町　☎ 22-0555

田川市郡５月のイベント

　町では、農作物を荒らすシカやイノシシ、
カラスに対し、次のとおり有害鳥獣捕獲を
実施しています。捕獲期間中に山で仕事を
する人は、注意してください。
■期間　４月１日（日）～５月 31 日（木）
■ところ　町内全域
■問い合わせ　事業課産業係　

有害鳥獣捕獲を実施中

◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/）

●風治八幡神社　川渡り神幸祭
　【彦山川河川敷周辺（田川市伊田）】
　５月 19 日（土）～５月 20 日（日）
　�400 年以上の歴史を持つ、福岡県の５大祭り

の１つ。県の無形民俗文化財。
●春日神社神幸祭【春日神社・後藤次駅周辺】
　５月26日（土）・27日（日）県の無形民俗文化財

◆添田町（http://www.town.soeda.fukuoka.jp）

●英彦山山開き前夜祭【英彦山野営場】
　５月 26 日（土）　19 時〜
●英彦山山開き【英彦山上宮】
　５月 27 日（日）　11 時〜

◆福智町（http://www.town.fukuchi.lg.jp）

● 2007 飯塚国際車いすテニス大会
　【福智町屋内競技場（金田ドーム）】
　５月 16 日（水）～ 18 日（金）
　最終日には、19 時から国際交歓会を行います

◆
今
月
の
表
紙

　

４
月
15
日
午
後
2
時
ご
ろ
、
中
央
公
園

の
建
徳
寺
古
墳
に
咲
く
芝
桜
を
撮
影
。
高

台
の
上
に
あ
る
た
め
、こ
の
芝
桜
は
ち
ょ
っ

と
し
た
隠
れ
ス
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ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

古
墳
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辺
は
、
鮮
や
か
な
ピ
ン
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色
と
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甘
い
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つ

の
香
り
に
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★
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人
生
初
の
献
血
を
体
験
。
こ

う
見
え
て
も（
？
）注
射
は
大
の
苦
手
。
今

ま
で
献
血
は
避
け
て
き
た
け
れ
ど
、
何
事

も
経
験
と
思
い
き
っ
て
挑
戦
。
…
し
た
は

い
い
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
痛
い
。
所
要
ガ
マ

ン
時
間
約
10
分
の
社
会
貢
献
で
し
た
。（
毅
）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数

人
口
総
数

65
歳
以
上

2,596 世帯（－ 6）

計 5,991 人 ( − 30人 ) 計 1,585 人 ( ＋ 2人 )

女 1,016 人 ( ＋ 2人 )

男    569 人 ( ± 0人 )

女 3,178 人 ( － 13人 )

男 2,813 人 ( － 17人 )

（平成 19年３月末現在）

マラソン大会当日（５月27日日）は
９時30分～13 時まで一部通行止めです

　「第17回花としじみの里おおとうマラソン」の開催に伴い、５月27
日(日)の９時30分から13時まで、大任中央線と国道３２２号線の一部

（上記破線部分）が通行止めとなります。
　皆さんのご協力をお願いします。
■とき　５月27日(日)　雨天決行　■ところ　レインボーホール
■種目　◆２㎞（10時20分）◆５㎞（10時45分）◆10㎞（11時15分）
　　　　※（　）内はスタート時刻
■コース　大任中央線道路～国道 322 号線バイパスの一部
■問い合わせ　☎ 63 ｰ 3000　内線 215
　　　　　　　企画財政課　マラソン事務局

サボテンの写真展を開催します
　大任町では、町内の愛好家が 50 年にわたり収集したサボテンを譲
り受け、平成 13 年度からサボテンハウスで公開しています。サボテ
ンの種類や大きさ、点数は西日本最大級といわれ、町内外から多く
の人たちが訪れます。特に４月から秋ぐらいまでにかけては、色と
りどりの花が咲き、訪れる人たちの目を楽しませています。
　しかし季節や時期によっては、せっかく来館しても花が咲いてな
かったり、咲いている花が少なかったりと、一堂に花が咲き誇る様
子をみることができません。
　そこで今回の企画展では、なかなか同時にみること
ができないサボテンの花の写真を一堂に展示し、サボ
テンの魅力を紹介します。
■とき　４月 27 日（金）～６月 10 日（日）
■ところ　ふるさと館おおとう　企画展示室
■内容　サボテンの花の写真を
　　　　40 ～ 50 点を展示します
■問い合わせ　ふるさと館おおとう　☎ 41-2055

▶ 

緋
源
丸
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まちの話題

夢と希望を胸に抱き
大任小・今任小で入学式

　４月９日、大任小学校と今任小学校で入学
式が行われました。今年の新入生は、大任小
学校が 32 人、今任小学校が 10 人。
　式典で新入生は、少し緊張しながらも先生
や来賓のあいさつに大きな声であいさつを返
していました。


